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1 Aa-9　　　　大 学 生 の 飲 茶( 緑 茶) 習 慣 に 関 す る 調 査 研 究

一一飲 物 に 対 す る 嗜 好 の 男 女 比 較 か ら ー
○中原　 満子゛　 柴田　 裕子'　 伊海　 公子.. (. 神戸女学院大t  ≫奈良女大)

＜目的＞近年､多種多様な飲物は､自販機などで手軽に入手でき､摂 取量も増加している。

緑茶は､日本人の伝統的な日常の飲物として親しまれてきたが､含まれる成分のがんや高血

圧の防止など様々な効果が最近話題となっている。本報は､大学生の日常の飲物 に対する

嗜好の男女比較から､緑茶についての利用頻度･ 意識･嗜好に関する調査結果を報告する。

＜方法＞＊調査時期:1996 年6月､調査票は配布時自計記入､即時に回収する方式　 ＊対象者

:関西の私立D 総合大学･Ｋ女子大学の男女学生各100 名(計200 名)､有効回収率は83.3 ％

＊ti査項目:基礎属性6 項目8 質問､飲物に関して10 項目27 質問　 ＊統計処理:SPSS 6.1J-

PC98版　　( ＊緑茶とは､煎茶､番茶(ほうじ茶､玄米茶)､ 玉露､抹茶である)

〈結果･考察〉①日常よ＜飲む飲物には､男女に共通性はなく男性は麦茶･コーヒー､女性はウ

ーay 茶･紅茶を好む。 清涼飲料水･スポーツ飲料･炭酸飲料が有意に男性に飲まれ､自販機

でも良＜l≪入される。 ②緑茶は､男女共に9割以上が好きと回答し、煎茶･番茶が玉露･抹茶

より日常よく飲まれるが､飲茶頻度は低い｡含まれる栄養成分の認知は､男女共にカフェイ

ン､V  C 、フラボノイドの順に高く､効果では､ガン防止､虫歯一口奥･歯周病､ダイエット、動

脈硬化や心臓病､高血圧などの予防を男女共に６割以上が認識していた。③料理形態では、

全体的に和風料理には緑茶、 洋風料理にはコーヒーが好まれるが、中華や折衷料理には特

定の飲物はない。④今でも緑茶をよく飲むので､今後も飲み続けたい意識は､男女共に緑茶

･煎茶をよく飲む群と自販機で緑茶やウーロン茶を良く購入する群に高い。

結論､緑茶に対する嗜好やイメージの男女差は少ないが､行動での違いが顕著に偲められた。

I Aa －10 ｢ 豊かさ｣ についての考察

○栗畑亜紀子、今中正美、朝倉富子、本間小枝子、道本千衣子

(跡見学園女大短大)

目的：19  9 6 年の「 貧困撲滅のための国際年」に際し、貧困は存在しない豊かな国と

認識されている日本において、「 豊かさ」を衣、食、住生活、特に食生活の面から検討す
る。

方法:1996 年度家政科学生の「私か豊かさを実感するとき」という作文、学生及び父兄

に対する「豊かさ」についてのアンケート、食物分野を専攻する１年生の１０月一ヵ月の
食事調査を検討した。

結果：①学生及び父兄の中の女性の80％以上、男性の70％が現在の生活を「豊か、ある

いはまあ豊か」と回答していた。また生活の豊かさを学生は「物がたくさんある」ことで

感じ、父兄は「家族団らんや自分のために使える時間的ゆとり」で感じると回答していた。

②衣、食、住生活の而では食生活が最も「豊か、あるいはまあ豊か」と感じられており、

約90％の回答があった。また食生活の豊かさは「おいしいものを食べられる」「欲しいも

のが食べられる」「簡単にいつでもどこでも食べられる」ということで感じていた。

③豊かと感じられている食生活の実態を知るために行った食事調査の結果は、平均食事回

数2.7 回／日で、欠食率は朝食が23％で最も多かった。家庭で作られた食事（内食）をと

っていた学生は朝食92. 5％、昼食25.7％、夕食67.6％であった。外食をした場所はファミ

リーレストランが最も多く、食事を買 った場所ではコンビニエンスストアが最も多かった。
メニューの中にはカロリーメイトという回答が51あった。
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